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� ᮏ部会のࢸー࣐である「食をみつめる 自分をみつめる」は，子どもたちが多様などⅬで食をとらえ

る経験を㔜ね，そうした中で自分の食をふり返り，自分の食事のㄢ㢟に向き合いながら，自分や自分の

生きる♫会にとってよりよく，ᚰᆅよい食を考え続ける姿を┠ᣦす。

ᮏ校は，᪂㡿ᇦ「てつがく㐀活動」を中᰾として教育ㄢ程全体でメࢱㄆ知ス࢟ル࣭♫会意ⓗス࢟

ルを育成することを◊✲㛤Ⓨㄢ㢟としており，各教⛉の学⩦で育成されるこれらのス࢟ルについても᳨

ウしている（3�〜�� ཧ↷）。各教⛉の食に㛵する学⩦，栄養教諭が㛵わる活動や日ࠎの給食時間な

ど，食育を通して育みたい姿を２つのス࢟ルのどⅬでᩚ理したものを௨下の表に♧す。他⪅と㛵わり，

今まで意㆑していなかった事に┠を向けたり，自分の経験と↷らし合わせたりすることでその㐪いや

自分の食べ方に

気づく。ಶの学

びと༠ാⓗな学

びが⾜ったり᮶

たりしながら，

自分（たち）の

食を考えてい

く。食に㛵する

様ࠎな経験をあ

み⣒として，自

分の食を考え，

思いᥥいていく姿は，ᮏ校の◊✲全体ࢸー࣐である「学びをあࡴ」に通じるものである。

ここ２年ほどは感染リスクに␃意しながら，一人ひとりの食の楽しさや自分ごととして給食を食べる

ことなど，ಶの学びに㔜Ⅼをおいた実㊶を⾜ってきた。しかし，これまでの◊✲から，自分の食をふり

返り，考え続けるためには，活動の中で子どもたちがいに考えを聴く時間を༑分にとることのᚲせᛶ

を感じている。今年度は，ᚲせな感染対策を⥅続しながらも，༠ാⓗな学びのሙ面に╔┠して，子ども

たちが自分の食をふり返ったり，自分の食生活を思いᥥいたりする姿をみとっていきたいと考えた。
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２年生は，学年の時間にಶࠎの興味㛵ᚰにᛂじたチームに分かれ

て活動をしている。栄養教諭は㐌 �ᅇ，その中のカレーチーム（９

人，学ᮇから �� 人）と活動している。このチームは５月の校外

学⩦ඛで食べたカレーを㎞く感じたことをきっかけに「㎞くないカ

レーを作りたい」「ちょっとあまくておいしいカレーを作りたい」

という思いがあり，栄養教諭との┦ㄯで，給食に自分たちの考えた

カレーを出すことを┠ᶆの一つとした。
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どんなカレーを考えていくか話す中で，子どもたちから「（全学年に）アンケートをとりたい。」と

声が挙がった。栄養教諭は「まずは２年生に聞いてみたら？」とᥦしたが，子どもたちは╔ࠎと全校

向けアンケートの‽ഛを㐍めていた。各クラスに � ᯛのアンケート用⣬を㓄付し，いくつかのカレーか

食育部会

食をみつめる 自分をみつめる

⾲㸯 㣗⫱࡛⫱࠸ࡓࡳᏊࡢࡶጼ㸦࣓ࢱㄆ▱ࣝ࢟ࢫ㸪♫ពⓗࡢࣝ࢟ࢫ╔┠㸧ͤDࠥI ᚋ㏙ࡣ࡚࠸ࡘ

カレーチームの９人が活動当初に話していた

こと（６月８日栄養教諭の聞き取りメモより）
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ら一つ選ぶという内容で，７月に各教室へ依頼に繰り出した。その後カ

レーの隠し味を考える過程でも再び「アンケートとろう！」という意見

や「１年生にも聞かないと。」といった声があり，他学年の希望を取り

入れようとする姿があった。９月中旬，アンケートの結果からチーズカ

レーを土台に考えていくことが決まった。
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�� 月下旬からはクラスごとに５人ずつ，$

組チームと %組チームに分かれて考えること

になった。$組チームはカレーの具を決めた

あと，隠し味のリストを作り，どれを入れるか考えた。まず，家で試した経

験やそれ自体の甘いイメージから，はちみつを使うことが決まった。次に

「生クリームは入れて食べたことがあってなめらかな感じ。（$児）」「生

クリームとヨーグルトをそれぞれ入れて食べたら，ヨーグルトの方がおいし

かった。（% 児）」と２つの乳製品が候補に挙がった。& 児も２つの食品を

加えたときの味わいを話していた。& 児に，家で試したの？とたずねると「カレーチームになってから

みんなが（隠し味を）入れているのを知って，家でやってみたくなった。」と言う。

チーズを含めると３つの乳製品がカレーに入ることや，'児が「ヨーグルトを入れたことがないから

わからない。」と話していたことから，イメージを共有するために学校で試食する機会を設けた。ピザ

用チーズを混ぜたレトルトカレーに，はちみつ，生クリーム，ヨーグルトの３つを少しずつ載せて食べ

た。試食のあと「（隠し味を）３つとも入れる」で一度５人の意見がまとまったが，直後に '児は賛成

を取り下げた。理由を聞くと「とろーりすぎた。」と言う。「はちみつとヨーグルトと生クリームの全

部がとろーりするじゃん。チーズもとろーりする。チーズと生クリームとヨーグルトとはちみつとカレ

ーがとろーりするから，とろーりが５こあるからどうかなぁって。」'児の考えから，隠し味を加えた

ときにちょうど良いとろみになるよう，給食では水分を多めにしてカレーを作ることになった。

ղᐇ㊶ࡾࡩࢆ㏉࡚ࡗ

給食に出した日の昼休み，$組チームの子どもたちが興奮気味に栄養教諭のもと

にやってきて感謝の言葉を繰り返し「おいしかった！おいしかった！」と５人で喜

びを分かち合う様子があった。'児はこの日のことを「みんながおかわりをしてく

れました。うれしかったです。（中略）一学きからかなえられなかったゆめがやっ

とかなえられたのでうれしいです。」と書いていた。後日，活動の感想を聞くと

「（大変だったのは）具材や隠し味を決めるところ。候補がいっぱい出て決める

のが大変だった。」「出したいって言ってて（実現）できたから，達成感があっ

た。」「カレーチームを続けて，今度はカレー味のほかの料理を作ってみたい。」と話していた。

子どもたちは他学年の希望を取り入れようとしたり，友達の話から家で隠し味を試してみたり，自分

たちが感じたことからよりよいものを作り出そうとしたりしていた。カレーを考える過程では，時間が

かかっても全員が納得できるまで話し合う姿があり，経験をもとにした一人ひとりの思いや気付きが給

食に反映されていった。これらは前頁，表１の�D�〜�ｄ�の姿ととらえることができる。
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３年生はコロナ禍に入学し，感染対策のもと学校生活を送ってきた。

子どもたちの共通体験である給食をふり返り，聴き合う時間を設定する

ことで，自分の成長や嗜好に気づき，また友達の意外な一面を知ること

ができるだろう。聴き合うことを楽しみながら，自分の食事をふり返

り，今後の給食や自分の食事と向き合う芽を育みたいと考えた。「食べ

ものがたり」は湯澤規子の著書���の中で使われることばで，一人ひとりの食べ物にまつわるエピソード
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をᣦす。ここから╔想を得て「給食の食べものがたり」を聴き合う時間とした。�

ձᏊࡢࡕࡓࡶጼ�

「食べものがたり」とᯈ書すると「食べ物の，物ㄒ？」とイメージをᣢちጞめた。あの料理を食べる

と思い出す，といった給食に㛵わる思い出や，１年生の㡭とẚべて変わったと思うことを「給食の食べ

ものがたり」としてࣉリントに書いてみようとᥦした。「思いつかない。」「給食のこと，なんとも

思わない。」と言う子どもも，ᩘ人の話を聴くと「好きな給食の話でもいいの？」と書きጞめた。�

書いたものを３〜㸲人で㉁ၥしながら聴き合う時間をとり，その後全体で共有した。�
�

7�ᤵᴗ⪅��いいなと思った友達の食べものがたり，⤂してく

れる？�

&��&� の好きな給食ラン࢟ング࣋スト３なんですけど，その � 

がࡰくのおすすめで「� 年 $ 組スࣕࢩ࣌ルカレー」で͐。�

&��あ，わかるー！�

&��㉁ၥして聞いてみると，カレーはあんまり好きじゃないん�

だけど，それだけ好きって。�

7��え࠻ー。聞いてみたいね。�

（中略）�

7��「� 年 $ 組スࣕࢩ࣌ルカレー」は，さっき（&� が）カレー��

が᎘いなのにそれが � だったって言っていたんだけど，カ

レーはあんまり好きではないの？�

&��はい。�

�

�

7��どうして「� 年 $ 組スࣕࢩ࣌ルカレー」が � なんですか？�

&��そんなにからくもないし。ぎゃくにあまかった。�

7��&� にㄡか㉁ၥしたいことある人？�

&���。ってしたんだけどࢵくはほんの少しだけピリࡰ

&��え〜。�

&��どこが？�

&���。くはほんの少しだけからかったんだけど͐ࡰ

&��それだったら家の方がたぶんピリࢵってくる。�

7��カレーって，人によってからいなぁって思う人と全↛㎞くない

なぁっていう人がいるので，時ࠎ給食も㎞さのㄪᩚをしていま

す。ほか，&� に㉁ၥ。�

&��どれࡄらいあまかった？�

�ࠒ⪅➹全体で共有しているሙ面の一部，下⥺はࠑ

ղᐇ㊶ࡾࡩࢆ㏉࡚ࡗ�

&� のࣉリントには料理の好きな理由は書かれていなかった。&� が㉁ၥしたことで理由が᫂らかにな

り，&� の話から他の子どもたちも㎞さの感じ方に┠を向けጞめた。&� 自㌟も，友達の㉁ၥを通して食べ

た時のことをᨵめてふり返っており，ྠじ料理を食べているからこそ共感やၥ（下⥺部）が表れてい

る。ふり返りからは友達の意外な一面に㦫いたり，ⱞᡭなものをඞ᭹したことをㆭえたりする様子や，

感じ方の㐪いへの気付きをㄞみ取ることができた。これらは，表 � の�H�や�I�の姿につながっていくྍ

⬟ᛶが感じられた。友達の話を通して給食や自分の食事をふり返るどⅬをቑやすことは，自分の食を思

いᥥくための芽ととらえることができる。�

㸱㸱�� ᚋᚋ࡚࡚ࡅࡅྥྥ���
�� 表１に♧す子どもの姿は，様ࠎなどⅬから食をみつめる経験を㔜ね，友達などの他⪅と⥅続ⓗに㛵わ

る中で育つものと考えている。今年度は３年生の一時間の活動と，２年生と༙年௨ୖ㛵わるなかで見え

てきた姿を考ᐹした。今後は」ᩘᅇの食育の活動を通した子どもの姿をみとっていくことと，㸴年間を

見通した活動を考えていきたい。�

�� ୖ⏣（����）は著書の中で「食育とは，ၿき食生活を᩿にࠗ᥈ồ࠘できる食べᡭを育ࡴこと」とと

らえ，ၿき食生活とは人生の各スࢸージで変するものであるから，その具体ⓗなᒁ面でၿき食生活を

その㒔度᥈ồできる「ၿき食べᡭ」を育んでいくことを㏙べている。ఱを食べていきたいのかを，ಶࠎ

が考えていくための⣲ᆅを作り，ふり返る機会を作っていくこと。子どもたちが考えや経験を聴き合う

ことを意㆑して今後も活動に取り組んでいきたい。� � � � � � � � � � � � � � � � � � � （㊊❧）�
�

ཧ考࣭ᘬ用ᩥ⊩���湯澤規子�����）「食べものがたりのすすめࠗ食࠘からᗈがる࣡ークࣉࢵࣙࢩ入㛛」㎰ᒣ⁺ᮧᩥ༠会�

���ୖ⏣㐶（����）「食育の理ㄽと教ᤵἲ� Ѹၿき食べᡭの᥈ồѸ」ᇽ� ͤᘬ用 3���

子どものたちのふり返り�

࣭&� が，カレーがにがてなのにカレーが食べれたというのにびっくりしました。࣭カレーも感じ方がちがうとわかってふしぎ。�

࣭&� の１年生（のとき）にはࢧラࢲが全↛食べられなかったけれど，３年生になって食べられるようになっていてすごかった。�

࣭おかわりが᪩い人でもにがてなものはあるんだなあ。�

࣭みんないろんなことがしんかしたりしていいなぁと思いました。わたしもぎࡹうにࡹうがのめるようになりました。�

࣭２年生のとき，きらいなࢱケࣀコを３年生になっておもいきって食べてみたらあんがい味がしなくて食べられるようになった。�

࣭１年のときは，ᑠさかったのできࡹう食が多く感じたけれど，だんだん食べていくにつれて，おかわりのᅇᩘもふえていっぱい

たべられるようになった。３年ではぎゃくにすこしたりない気もした。�

࣭きࡹう食でかぶがきらいでもおかわりしたいからがんばって食べた。� � � � � � � � � � � � � � �ࠒ子どもたちのグ㏙からࠑ
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